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性別による“無意識の思い込みエピソード”募集します 

 
県では、男女共同参画社会の実現に向け、依然存在するジェンダーギャップ（男女の違いに

よる格差や不平等）の解消を目指しています。そのためには、背景にあると考えられている  
アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）に気づくことが必要です。 

そこで、県民の皆様と一緒に、凝り固まった思い込みに気づき、意識を変えていくため、下
記のとおり、性別による「無意識の思い込みエピソード」を募集しますので、お知らせします。 

 
 
記 

 
１ 募集概要 

性別による「無意識の思い込み」に関するエピソード 
（１）タイトル 20 字以内 
（２）本文 50～400 字程度 
（３）エピソード部門 

①職場部門：職業、仕事内容、人間関係（上司、部下等）など仕事に関するエピソード 
②家庭部門：家事、子育て、介護など家庭に関するエピソード 
③地域部門：自治会、学校、進路・進学、人間関係（町内会、保護者、先生、友だち）などのエピソード 

 
２ 応募期間 

令和６年５月 15日（水）から７月 18日（木）まで 
 
３ 応募要件 
  岐阜県在住・在勤・在学の方 
 

４ 応募方法 
（１）インターネット専用応募フォームの場合 

専用の応募フォーム（https://form.run/@ancon2024）に必要事項を入力し、ご応募ください。 
（２）FAXの場合 

専用の応募用紙（チラシ裏面）又は任意様式に必要事項を記入後、事務局あてに FAX にてご応募く
ださい。 

 
５ 感謝品 
  ご応募いただいた方の中から抽選で 50名に、QUOカード（1,000円分）をプレゼントします。 

 

６ その他 
・お一人につき何点でも応募可能です。（抽選による感謝品はお一人につき１点までとなります） 
・応募いただいたエピソードは、県のホームページで紹介するほか、エピソードを基にした動画を作成す
るなど、性別による「無意識の思い込み」を解消するための啓発活動に使用します。 

 
７ 応募先及び問合せ先 
  事務局：岐阜新聞社営業局事業戦略部（本事業委託先） 

   TEL：058-264-1159   FAX：058-263-7659  メール：ancon2024@gifu-np.co.jp 
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【参考】アンコンシャス・バイアスの概要 

 

 

◆アンコンシャス・バイアスとは 

「アンコンシャス・バイアス（unconscious bias）」という言葉は、日本語で「無意識の偏ったモノの

見方」のことで、固定的な性別役割分担意識とともに、ジェンダーギャップの解消が進まない要因の一つ

と考えられています。 

アンコンシャス・バイアスは誰もが持っていて、そのこと自体が問題というわけではありません。過去

の経験や見聞きしたことに影響を受けて、自然に培われていくため、アンコンシャス・バイアスそのもの

に良し悪しはありません。 

 

◆アンコンシャス・バイアスの何が問題なのか 

  ■ 悪意がなくても知らず知らずのうちに相手を傷つけていることがあります。 

   〇お母さんが単身赴任？お子さんがかわいそう・・・ 

    → 各家庭の事情や考え方によって、それぞれ決められたことを、周りの人は尊重しましょう。 

   〇男性のくせに育児を優先するなんて、仕事に対するやる気がないよね。 

    → 育児を大切にすることと仕事を充実させることは、両立し得ることです。 

  ■ 性別や属性で進路や任せる仕事を決めることで、成長やキャリアに影響を及ぼすことがあります。 

   〇男子は理系、女子は文系でしょ！女子に理系は向いていないよ。 

    → あらゆる分野で男女ともに活躍しています。自分の興味・関心に沿った進路選択が大切です。 

   〇事務作業など簡単な仕事は女性がすべきだ。 

    → 仕事の分担は適材適所で決めるべきです。 

 

◆気をつけたいこと 

  ■「これって、私のアンコンシャス・バイアス？」と振り返り、気づこうとすることです。 

■ 価値観や能力、役割などの「決めつけ」や「押しつけ」に注意することが大切です。 

  ■ 自分の言動に対する相手の表情や態度の変化は、アンコンシャス・バイアスに気づくチャンスです。 

 

 


